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研究成果の概要（和文）：凝縮系物理学へのゲージ理論の応用を行った。特に、(i) 2-gap 超伝

導体における無理数磁束を持った渦の閉じ込め-非閉じ込め転移 (ii) カイラル p-波超伝導体の

カー効果 (iii) トポロジカル絶縁体における電子間相互作用により生じる完全反磁性、に関す

る成果が挙げられる。  
 
研究成果の概要（英文）： I have studied the application of gauge field theory to condensed 
matter systems. Especially, I have investigated, (i) deconfinement of vortices with 
irrational flux in a two-gap superconductor, (ii) polar Kerr effect in a chiral p-wave 
superconductor, and (iii) perfect diamagnetism induced by electron-electron interaction 
in a topological insulator.  
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研究分野：数物系科学 
科研費の分科・細目：物理学・数理物理・物性基礎 
キーワード：物性基礎論 
 
１．研究開始当初の背景 
ゲージ場の理論の手法が凝縮系においても
強力な手法である事は、分数量子ホール効果
や高温超伝導の研究において既によく知ら
れており、さらなる発展が見込まれていた。 
 
２．研究の目的 
ゲージ場の理論の手法を用い、凝縮系におけ
る新たな現象を見通しの良い方法で理論的
に導きだすことを目的としている。 
 
３．研究の方法 
超伝導体やトポロジカル絶縁体などの系に

おいて、ゲージ場の理論の手法を用いて自由
エネルギーや輸送係数などを求め、渦糸状態
やカー効果、完全反磁性などについて議論し
た。 
 
４．研究成果 

主な成果として、(i) 2-gap超伝導体における

無理数磁束を持った渦の閉じ込め-非閉じ込

め転移 (ii) カイラル p-波超伝導体のカー効

果 (iii) トポロジカル絶縁体における電子間

相互作用により生じる完全反磁性、に関する

成果が挙げられる。  
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